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石田陽香
はじめに
普段、みなさんはごみを鍵てるとき、何気ない気持ちでそれらを捨てているのではないでし
ょうか？ペットポトルのお茶を買っては、その都度後に残るボトルはどこへ行くのでしょう。
毎已の生活に少し目を向けるだけで、私たちがどれほど多くのごみを排出しているかという
ことに、気づくことができます。
今、各自治体では、ごみの減量化について、本格的に対策を打ち出して動き始めています。今
回は、私が住んでいる横須賀市の現状や対策を一例に挙げ、私たちの生活を取り巻く深亥llなご
み問題に迫ってみようと思います。
快適な暮らしの裏にあるごみ問題を、私たちはどのようにとらえ、向き合っていくべきなの
か、身近な問題だからこそ、取り上げて考えてみたいと思いました。
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第１章問題提示
・動機一横須賀市・ごみ分別方法の変更より－
平成13年４月より、私が住む機須賀市では、それまでのごみ分別方法をがらりと改定しまし
た。これは、「容器包装リサイクル法」という法律に基づき、以前の３分別回収から、新しく４
分別回収に変更されたものです。実際に叛しい分別方法でこみを捨てようと思うと、時には何
に分類したらよいのか判断が難しくなるものもあります。
住民に十分な理解をされずに、回収日に職違った分別で鵜されたごみは、当初全部そのまま
放置され、大きく×印の張り紙をされたごみが、虚しくごみ捨て場に残されていました。その
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今、横須賀市では、皆ごみに関して人事ではなくなり、関心を持つようになっているのです。
では、どの程度ごみの分別が変わったのか、以前の方法と４月から行われている現在の方法と
を一郎紹介し、比較したいと思います。
ごみと資源物の分け方〈コンビニ弁当の場合）
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・ホイルこり不燃ごみ
・残飯Ｅ＞燃せるごみ
これは『容器包装プラスチック」という枠が－つ新たに
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その後、容器包装プラスチック
（リサイクル１へ分別
｜ －つ新たに加わったことで生じた変化です
ごみを捨てる手間を考え、横須賀市のコンビニでは、ドレッシングなどはサラダの容器の中
に入れず、別売りにするところが増えています。箸等を使うか使わないか聞いてから袋にいれ
るのと同じ感覚で、消費者が判断してドレッシングなどを買うように、コンビニの弁当も変化
しつつあるのです。
"
・教育実習枝（横須賀市立大津小学校）で見たもの
小学校の中でも、もちろんこの新しい分別方法に則って、分別・遍収が行われています。私
の教育実践校（繊須賀市立大津小学校）では、教室にごみ糖が三つ用意されていて、燃せるご
みく汚れた紙、ティッシュなど)、不燃ごみ（プラスチック、フク、袋など)、ミックスペーパー
（リサイクルできる紙）に分別しています。ミックスペーパーというのは、あまり聞きなれない
人もいると思いますが、紙のほとんどはリサイクルが可能のため、「燃せるごみｊとしてではな
く、賛源回収として出されるようになったので、そう呼ばれています。
教茎にあるミックスペーパーの回収箱の中には、折り紙や色紙の端切れなどもたくさん入っ
ています。一度いらないと思っていた紙でも他の子どもたちが使おうと喜んで持っていくとい
うような光景も見られ、普段から紙を大切に使おうという意識が少しずつ、子どもたちの間に
芽生えてきているように見えました。
しかし、Ｈ]工（特に工作）などの授業の後には、散乱した大量のごみを分けるという作業が
待っており、実習中の私の担当学年は２年生だったこともあって、ごみの分別・回収をするのに
時糊がかかり、－－苦労だったのが印象的でした。
給食の時間も、この分別方法にするにあたって、随分様変わりしました。牛乳パックは、全
部きれいに湖き､子どもたちが自分で洗って､返却します｡牛乳パックも開きやすい型のもの
にするため、仕入れ先を変更しました。ストローにおいては、ストローの袋を「容器包装｣、ス
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トロー自体を「燃せないごみ｣、と別々に分別しなければならなくなりました。袋をすすがなく
てはならないジャムなどは、学校給食から姿を消しました。
給食室で話を聞いたところ、食材が入っていた袋や容器は全て軽くすすぎ、分別をして、業
者に返却しているとのことでした。そのため作業量が蝋え、調理員さんたちの手間は大変なも
ののようです。★牛乳ﾊﾟｯｸはｸﾗｽごとに洗う
：
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このように、分別…一つをとっても多くの問題が絡んできます。今私たちの生活は、物が溢れ、
大変住みよい社会であると言えます。しかし、その澱かな社会はこれまでに、大愚生産・大鰯
浦賀のしくみの中で「使い捨て」という文化を生み、様々な種類のごみを大蝋に排出してきた
のです。私は、今回の横須賀市・ごみ分別方法の改正は、自分たちが直面している身近な環境
問題について考えるきっかけとなりました。
第２章ごみ問題の現状
･横須賀市のごみ処理状況について
では、なぜこのようにごみ分別が変更されたのでしょう。その背景と現状を探ってみました。
桃須賀市では、先に述べたように、ごみの分別に細かな規定があります。しかし、燐の横浜
市ではその分別はかなり大まかであるといえます。その違いは何なのでしょう。
調べてみるとその大きな｣１１汕に、横須賀市には現在独自のごみ鹸終処分場がないということ
にあるようです。このため、これまで不燃ごみであったプラスチック製の容器包装をリサイク
ルに回し、最終処分するごみを極力減らす取り組みが必要なのです。
図１平成１２年度ごみ処理(処分)内訳
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横須賀市の平成12年の一年鯛に出されたごみの鐙
は、約１７万５千トンといわれています。
この数字はどのくらいの職なのかというと、横須賀
スタジアムを大きな容器に例えると、約２杯分もの舷
となります。 焼却
８４．７４．
７１
癖亀
殿
砕
；
＜鰻終処分場について＞
今回の制度改正に大きく腱係した横須賀市独自の最終処分場（長坂埋立地）は、平成10年３
月で既に終了していることが分かりました。現在は、「不燃ごみ」と「燃せるごみ」の焼却灰は、
民熾の最終処分場に委託している状態です｡このため、最終処分場を持つ地域よりも経費が多
くかかります。
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＜ごみ量と入口の推移＞
機須賀市の環境部の調べによると、昭和58年度以降、横須賀市の人口は、ほぼ横ばい状態で
あるにもかかわらず、ごみ排出量は昭和59年から62年まで急激に増加しています。しかし、そ
の後平成５年度までは、ほぼ横ばいの状態を続け、平成６年度以降は減少しています㎡
また、ごみ築瀬所に出る「燃せるごみ」・｢不燃ごみ」の定日築穂ごみは、昭和59隼度から平
成７年まで１１年連続して増加し続けましたが、黒いごみ袋の廃止などを行った結果、平成８年
度には、わずかに減少（対前年比1.1％の減少）し、平成９年度（対前年比0.7％の減少）と連
続して減少しました。
､
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く埋め立て鑓の比率＞
職須賀市のごみ処理状況を埋め立ての比率で他都市と比べたグラフを見ると、横須賀市だけ
が飛びぬけて高いのが分かります（図3)。これは、ごみの総箪のうち、焼却またはリサイクル
されずに埋め立てられる割合を示す「埋め立て依存度」を表しています。他都市では、プラス
チック類を焼却しているのに対し、横須賀市では平成13年３月までは、それらをすべて焼却は
せず埋め立て処理していたために、このような違いがあるのです。
しかし、平成13年４月以降は、ペットボトルや容器包装プラスチックを分別収集し、リサイ
クルできるようにしたため、「埋め立て依存度」は低くなると予想されています。
図３県内各市の排出量に占める埋め立て量比率
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くごみの内訳＞（平成１１年度神奈川県「一般廃棄物処理事情の樋要」より）
横須賀市で年に数回行われている調査をもとに、収集されたごみの内訳を見てみると、i｢燃せ
るごみ」の中で最も多くを占めているのは「紙類』、「不燃ごみ」の中ではｒプラスチック類」が
60％を占めていることも分かりました。しかしこれに関しては、平成13年度からの分別方法の
変更で、「ペットボトル」と「容器包装プラスチック」が「不燃ごみ」ではなくなったので、プ
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ラスチックの比率は減少すると予想できます。
・他都市自治体のごみ処理状況について
横須賀市と他都市との現状を比べるために、横須賀三浦ブロックにその的を絞り、考えてみ
ようと思います｡横須賀三iiiブロックとは、横須賀市・鎌倉市・逗子市・三浦市および葉山iH7
の4市1町で構成されたもので、ともにごみ焼却施設の老朽化や簸終処分場の残余容遥の僅少と
いった課題を抱えています。
廃棄物処理施設用地の確保や財政的な理由もあり、単独で問題を解決することは困難です。こ
のため、神奈川県では対応策として、平成10年３月に「神奈j11県ごみ処理広域化計画」を策定
しました。その後、横須賀三浦ブロックでは「ごみ処理広域化協議会」を平成10年７月に発足
し、『ごみ処理旗域化実現可能性調査」を平成１０年度、１１年度の２か年にわたり実施しました。
ここでは、その調査の結果を参考に４市１町を比較しました。
くどみの分別方法の違い＞
横須賀市を除いた他の３つの市で行われている方法を鯛べてみると、「燃せるごみ」と「不燃
ごみ_|の分別だけを見ても、その内容は大きく違いました。これはそれぞれの市・IllJの所有し
ている焼却施設の違いや醗終処分場の状況の違いで、その地域にあった処分がされていると藷
えられます。
また、プラスチック類と一緒に燃やすことで高温焼却し（850℃以上を保つ>、ダイオキシン
対策をしていることも初めて知りました。プラスチックやビニールを燃やすのも－一概に有謙で
あるとは言えないようです。
ｒ燃せるごみ」「不燃ごみ」における分別方法の違い
また、減量化や資源化に向けて行われている取り組みには次のようなものがあります。
減漫化・資源化への取り組み
｢葉i1両｜で~~T￣○－1￣戸5三二
出展：４市1釘資料よりNRI作成
燃せるごみ 不燃ごみ
鎌倉市 生ごみ､皮革製品、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ容器･ブタ、ﾄﾚｲ、紙くず、ビデオテープな,Aざ
飲食料用以外の缶･びん､せともの､金物(銅等)、
ガラス、小型の電気製品など
逗子市
生ごみ、紙くず、ビニール、発砲スチロール、プラスチッ
ク容器、ビデオテープ、植木ごみ、布類、衣類、布団、マ
ソトレス、じゅうたん､毛布など
金物(鍋等)､乾電池､資源回収に出せない缶･びん､
ガラス、せともの、電球、蛍光灯、カセソトポンベ、
小型の電気製品など
葉山町 生ごみ、紙類など 金属類、陶藷、ｶﾞﾗｽ、缶･びん､ﾋﾞﾆｰﾙ、プラスチック容器など
市町 集団回収支援
資源化協力
店制度
生ごみ処理
機普及支援
オフィスリサ
イクル推進
不要品交換、フ
リーマーケット
学習会等の
活動 備考
横須賀市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
鎌倉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☆｢ごみ半赫計迺』
逗子市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
三浦市 ○ ○ ○ ○ ○ ○
葉山町 ○ ○ ○ ○
このようにみると、横須賀三浦ブロックでは広域計画に向けて情報公開や、積極的な精報発
信や受僧、計画の進歩状況に応じて住民への参画機会の提供が行われています。特に、制度が
変わるに当たっては市民にアンケートを取ったり、説明会を開いたりといくつか意見交換の場
も設けられました。これらの取り組みは住民と市との間にある意識の編たりを解消するのにも
欠かせないものとなっています。
：．「容器包装リサイクル法」とは
分別方法が改正されることになったおおもとの法律を「容器包装リサイクル法」といいます。
この名前を耳にしたことはあっても、目的や役割までを正しく理解している人は少ないようで
す。ここでは、簡単にその目的、また内容に触れたいと思います。
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(1)法の目的
｢容器包装リサイクル法」は、市民・市・事業者がそれぞれの役割を分担し、家庭ごみの約６割
を占めるといわれる容器包装廃棄物をリサイクルに回し、ごみの減罵化を図ろうとするもので
す。これにより、残り僅かな簸終処分場への負担を減らす目的で、日本では平成7年に成立しま
した。
既に、ドイツやフランスではこのようなリサイクルシステムが実施されており、その後著し
い成果をあげているとの報告があります。
(2)役割分姐
①消費者：分別収築に協力すること（分別排出)。
②市町村：容器包装廃棄物の分別収集を行うこと。（横須賀市ではリサイクルプラザ「アイクル」
がこれにあたる施設）
③灘業者：市my村が分別収集した容器包装廃棄物を、自らまたは指定法人やリサイクル業者に
委託して再商品化すること。
(3)容器包装となる対象
「容器包装リサイクル法」では、びん、缶、プラスチック製品などのように商品の容器や包装
であるもの、つまり商品が消費されたり、商品と分離されたりしたときに不要となるものを「容
器包装」と定め、その対象としています。
「容器包装リサイクル法」により、市民・市・事業者がそれぞれの役曹11を果たし、リサイクル
システムがうまく働くと、リサイクル価格は商品価格に反映されるといわれています。事業者
がこれまでよりも容器包装の使用を減らすことで、経済的負担が域り、その結果漉費者へも商
品を安いllli格で提供することができるという仕組みです。国民全体が責任を果たし、負担し合
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って生まれた利益は、再び国民に戻ってくるのです。
また、「容器包装リサイクル法ｊに基づくリサイクルシステムで、秤生品化が促進されれば、
例えば分別収集率90％の時点においては蝋終処分壁が現在より約55％も減少する、ということ
が見込まれています｡
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．ごみのりサイクルの現状
環境省が調べた全国ごみのリサイクル率は、平成９年度で11.0％でした。ごみの資源化鑓は
年々上昇していますが、より一燭のリサイクル推進が必要な状況です。
４市ｌ鞠における資源化騒の推移は次のようになっています。横須賀｢'7と鎌倉市については平
成9年度でそれまでの資源化量の倍以上の数字を記録しました。これは第２章で述べた４市１町
の「減蹴化・資源化への取り組み」が出した結果と言えそうです。
４市１町における収集・直接搬入ごみからの資源化量の推移（単位：ｔ／年）
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･よこすかﾘｻｲｸﾙプラザ「アイクル」より
平成13年９月１８日、私はよこすかリサイクルプラザ『アイクル」を訪れました。市が|刑ＩＩＬ
たごみ問題学習会がそこで行われることになっていたからです。
「アイクル」とは、分別方法の変更に合わせて建てられた横須賀市の新しい施設で、今年４月
から稼動しています。ここでは私たちが分別して出した賛源ごみを、分別収集し、瓢業者にj孔
き取ってもらうまでの作業を行っています。 海辺に建つ「アイワル｣
ごみ処理施設のイメージとはかけ離れ
iiiiiilliiiiiililiiiiiiilIlililiiillhた斬新なデザインの建物は、私たちがもっとごみへの関心を持つため、市民が親しみ易いような配慮と、ごみの持つ汚いマイナスのイメージを変えてしまうようなねらいがあるように思えました｡ここで圃収された資源ごみは、まず缶類、びん類、プラスチック類、紙類を基準に選別されます。その後、圧縮または 鷺iFllﾎﾟi討召ii1ilTF繍屡観i111
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圧縮・梱包し再生工場や各メーカーに引き渡され、新たに商品となって生まれ変わるのです。
また「アイクル」には資源ごみの処理だけではなく、住民がリサイクルに関する知識や憎報
を得るためのスペース（パソコン室や学習室などもありました）が設けられています。「市民工
房』と呼ばれる部屋では､裂き織りや紙すきなどの教室が行われています。
『家具工欝』にはシルバー人材センターより常に二人程の職人さんが派過され、大型資源ごみ
に出された家具を新品同様に修理しています。ここで再生された家具は年に２．３回、イベント
的に販売されるのです。きれいな家具が安く手に入る、そしてごみにならずに再生されるので、
まさに、一石二鳥といえます。
「アイクル」は、いかにごみをごみにしないかということを楽しみながら、私たちに学ばせて
くれる施設でありました。
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☆リサイクル教室で作られた作品
左：草履、右：裂き織りで作った小物 '''1'1雲llI11lill1l嚢1１ 蒋熟》）〉識暉鈍浄弾罫籏苧謹犬
第四章生活科における環境教育としてのごみ簡題
・教育実習技（横須賀市立大津小学校）では
小学校においてこのようなごみ問題などを環境教育につなげる授業には、どのようなものが
考えられるでしょうか。身の回りで起きている事や、廠分たちの住む地域の事をテーマにして
それらを調べたり考えたりすることは、子どもたちが生きていくための力となり、また地域（故
郷）を愛する心を育てることになります。
私の教育災習校（枇須賀71ｍ大津小学校）では、生活科ではなかったものの5学年が総合的な
学習の時間として「始めよう、きれいで依みよい111Jづくり」という学習活動が行われました。
まずこの単元の特徴は、子どもたちが閥分でテーマを決める事です。鐵分たちの学区を実際
に歩き、間に付いた疑問や曰頃から感じている思いを学習の課題にするのです。町の至る所に
落ちているごみのこと、大津港に浮かぶ赤灘のこと、海岸沿いの塀に長く続く落謹きのこと、汚
れた水が流れ込む下水道のこと……たくさんの不忠鱗を子どもたちは見つけました。
子どもたちは、図書館の図瞥やインターネットで情報を集めたり、時には同じ地域に住む人
たちとふれあったりして学習活動を進めます。
学習のまとめの発表会では、鞠信に溢れ、堂々と話をする孑・どもたちの姿が印象的でした。日
７６
環境教育一暮らしとごみ問題を通して－
；
分たちの足で探すことから始まった今回の学習は、子どもたちの心にしっかりと亥１１まれ、おそ
らく一生忘れられない授業となったことでしょう。
ごみについて調べた班の学習活動の展開
くポイ捨て＞＜分別収集＞
・ポイ捨てされたごみに気づく。・ごみ梁積所のごみを見て、ごみを出すには地
４域のルールがあることに気づく。
・地厘ごとにどのようなごみがどれくらい↓
落ちているか調べる。〈ごみ拾いも兼ねる）・違反しているごみがどれくらいあるのか調べる。
↓〈×の張り紙がされているごみを数える｡）
・ポイ捨てについての意識調査（アンケート〉↓
を家族にする。．新しい分別方法がどれくらい浸透しているか
↓家族にアンケートをとる。（今年５月現在）
&。どうしたらポイ捨てが減るか考える。
↓・他の市では、どんな分別をしているのだろう。インターネットなどで調べる。･ポスターを書き、地域へ呼びかけよう。 ↓
・分別されたごみはどうなるのか調べる。
（リサイクルについて調べる｡）
‘
・自分たちでできるごみの減らし方を考える。
3
゜調べたことを新瞬にしよう。
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･環境教育への発展を考える
環境教育を行う際には、そのテーマが自分の生活と密接につながっているということを意識
することが大切だと思います。今回のごみ分別方法の変更は、私たち伐民にとってはちょっと
したニュースとなりました。
このような機会は、子どもたちにごみ問題（環境問題）を一度徹底的に考えさせる絶好のチ
ャンスなのではないでしょうか。そして、それぞれの家庭で話し合い問題を共に考えることは、
子どもたちだけでなく家族中の意識改懲にもつながるように思えるのです。大津小学校におい
ては、闇らごみ処理の現状に気づきそれを課題に選んだ子どもがいたことが環境教育の始まり
と言えると思います。そして、子どもたちが問題について知りたがっているその時期を見逃さ
ず、調べるきっかけを与えてやることは教師の役目なのだと思います。
総合的な学習の時間だけでなく、生活科の授業で環境教育を展|粥するとなると、牛乳パック
や空き箱を使ったおもちゃ作りもそれにあたります。試みを少し変えて、子どもたちに紙すき
や裂き折りなどを体験させても、－度使ったものをもう一度リサイクルするということを楽し
みながら自然に学んでいくことができます。実際に、リサイクルプラザ『アイクル」のような
場所に行って自分の目で確かめさせるのもいいでしょう｡他にも生ごみ処理機を使って生ごみ
を堆肥にし、それを利用して植物を育ててみるなどいろいろ環境澗題を学ぶ方法は考えられま
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す。また、ごみを出さない工夫を学級・友だち・家族で考えることも立派な環境教育です。
第５章まとめ
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・今後の課題
市民のごみについての欝心は高まりつつありますが、ごみ処理の問題点はまだ多く残されて
います。今やリサイクルは当たり前となり、いかにごみを出さない、作らない、買わないとい
うことが必要となっています。また、市民の意識改革だけでなく処理施設の深刻な問題もあり
ます。
横須賀三浦ブロックの４市１町におけるごみ処理に関する主な間題点だけでも、まとめてみる
と次のようになります。
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◎減麓化・資源化について
資源循環型社会への転換が求められている中、いくら自治体の対策が整っても、住民・事業
者がさらなるごみの発生抑制や排出抑赫や分別の徹底に協力することが必要です。
また、容器包装リサイクル法への対応も課題となっており、すでに分別収集しているものを
含め、より一層の資源化への撒底が求められます。
◎溢源化施設について
今後、ますます滅還化・資源化が重視されていく中、穂極的な資源化を推進するには、新た
に施設整備等の対策を検討する必要があるといわれています。
◎焼却処理施設の更新
３市１１n丁の焼却施設は、昭和50年代に整備された施設がほとんどで、現在ではかなり老朽化
の状態にあります。しかし、新たな施設を建設するには、用地の確保、費用の確保等、様々な
問題があり、将来に向けての大きな課題となっています。
◎ダイオキシン類削減のための値久対策
既にある焼却施設については、ダイオキシン類臘Ｉ減のための恒久対策を実施することが求め
られており、各施設の実状に応じた対策が必要になっています。
◎エネルギーの有効利用
近年、大規換なごみ処理施設では、発生する焼却熱を利用した余熱利用施設（温水プールな
ど）や発魎施設を併設する場合が多く､今後新たに焼却施設を建設する場合にはエネルギーの
有効利庶が求められています。
◎餓終処分場の確保と延命化
４市１町のうち、当而の最終処分場を確保しているのは、３市となっています。そして、現在
使川)している鰻終処分場も平成18年度までには次々と使用期間が終了します。そのため、早急
に峻終処分場の確保が必要となっています。しかし、最終処分場を造るにはそこに住む人たち
7８
､環境教育一幕らしとごみ問題を通して－
の理解を求め、十分な配慮をしなければならず、難しい課題となっています。
また、現在使用している股終処分場の延命化を図るために、減遥化・資源化の徹底が一層求
められています。
◎ごみ処理に係る費用の増加
４市１町における施設維持管理や収集処理に係る費用は、年々増加を続けています。今後、施
設の老潴化が進行し、施設の改良費も必要になると考えられ、より効率的なごみ処理行政が求
められています。
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おわりに
いろいろな視点からごみ間甑について見つめてみると、ごみを分別することで大量のごみを
減らすことができるということにつながりました。また、ごみを減らすには、『燃せるごみ」と
｢不燃ごみ」の両方のごみの麹を減らし、ごみから新しい製品を作り鋼すことを同癖に行うとい
うのが効率のよい減壁方法であると分かりました。
今後私たちは、「資源循環型社会」に向けて一歩一歩進んでいかなければなりません。ダイオ
キシンなどについての問題も、排出抑制のためにはごみの焼却盤を減少させることが嘘祝され
ています。それには国と国民が一つとなり、もっと輿雌に取り組まなければならないのです。私
たちは、今ある現状を正しく見つめ、掛分が社会の一員だという潤覚を持って行動することが
大切といえるでしょう。
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